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2 月 15 日にロシア南部に巨大隕
石が落下し，多くの物的・人的被害
がでました。このニュースをきっか
けに改めて自然の脅威や宇宙の不思
議を考えたり調べた人は多くいると
思います。

地球に被害をもたらす恐れのある
小惑星（隕石）は 4700 個以上ある
とか，地球に隕石がぶつかって月が
生まれたとか，ロシアでは事故等の
証拠用に車載カメラが当たり前なた
め多くの車から落下映像が撮れたと
か，連日の報道で色々な雑学が自然
にインプットされてきています。

隕石には鉄分等が多く含まれてい
るらしく，すると宇宙にはまだまだ
多くの資源があるのでは…と誰もが
考えると思いますが，既に豊富な資
源を求めて各国あるいはビジネス
チャンスを窺うベンチャー企業が調
査を行っているようです。近い将来，
宇宙の惑星から採掘された資源が地
球上で当たり前に使われる時代が来
るかもしれません。

そもそも地球上の全ての物質は宇
宙からもたらされているという説か
らすれば今月号の特集テーマである

「新しい建設材料」も，元になって

いる素材は宇宙の産物に違いありま
せん。

今月号の巻頭言では，埼玉大学副
学長の睦好教授に建設材料に求めら
れる性能について執筆頂きました。

また，行政情報として，（一財）
土木研究センター片脇工学博士にコ
ンクリート補修材料の標準化に向け
た活動について，海外動向を踏まえ
た内容を紹介頂きました。

特集報文は，コンクリート関連 5
編，舗装関連 2 編，地盤改良 2 編，
補修関連 2 編とできるだけ幅広い分
野における材料関連のものを執筆頂
きました。報文の中には幾つか震災
の復旧，復興に貢献された事例も紹
介されております。

交流のひろばでは，日本鉱業協会，
スラグ委員会委員長栗栖様に非鉄ス
ラグの有効活用等を紹介して頂きま
した。

これらの報文が少しでも皆様の参
考になれば幸いです。

最後になりましたが，上記以外に
も CMI 報告，ずいそうを含め，ご
多忙中にもかかわらず，快くご執筆
を引き受けて頂いた執筆者の方々に
心から厚く御礼を申し上げます。

 （相田・藤島）

4 月号「災害対応・災害復旧・復興特集」予告
・震災がれきを活用した海岸堤防の施工　仙台湾南部海岸堤防復旧プロジェクト
・東北中央自動車道の管理設備計画　安全・安心な走行空間確保のために
・九州北部豪雨による矢部川の堤防決壊と九州地方整備局の対応
・災害現場へのロボット技術の適用
・放射性物質に汚染されたバイオマスのガス化発電による減容化処理
・LIBRA 工法にみる重仮設の急速施工化とその災害復旧工事への適用可能性
・八戸港八太郎地区防波堤災害復旧工事
・東日本大震災により被災した三陸鉄道の復旧状況
・探査用無人飛行ロボットシステム（SARA-S）による探査活動報告
・高所法面掘削機による掘削工法
・河道閉塞災害への「呼び水サイフォン排水装置」の提案　起動力は「水の力」！
・  急速架設できる緊急スマート仮橋の車両通行公開実験 

　産学共同研究としての車両用モバイルブリッジ TM の 1 号機試作による，「かけはし」開発作戦
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